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『
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
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ン
ト

　
　
　
　
七
十
五
歳
記
念
覗
賀
論
丈
集
』

　
今
同
レ
ソ
ト
が
七
十
五
同
目
の
誕
生
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
祀
賀
論
文
集

が
護
刊
さ
れ
た
。
三
二
八
頁
か
ら
な
る
本
書
は
、
彼
の
爲
眞
・
編
者
の
執
筆
す

る
彼
の
簡
軍
な
経
歴
匙
本
書
の
目
的
・
一
二
の
論
文
及
び
彼
の
業
績
の
記
載
を

含
む
。
域
下
本
書
に
牧
録
さ
れ
た
論
文
を
紹
介
す
る
。

　
t
　
民
事
訴
訟
の
上
訴
手
績
に
お
け
る
「
不
服
の
利
盆
」
に
つ
い
て

　
　
閂
鼠
け
s
切
帥
5
け

　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
零
ρ
）
及
び
連
邦
最
高
裁
到
所
（
舅
9
犀
）
の
二
つ
の

到
決
に
封
す
る
■
Φ
旨
の
評
羅
を
め
ぐ
り
、
不
服
の
利
釜
は
、
取
消
さ
る
べ

き
到
決
が
上
訴
人
の
法
的
地
位
に
不
利
釜
に
影
響
す
る
こ
と
（
實
質
的
）
を
そ

の
内
容
と
す
る
か
、
叉
は
原
審
の
申
立
の
範
園
と
到
決
の
範
園
と
の
閲
に
差
異

七
〇

（
四
七
八
）

が
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
形
式
的
）
、
の
問
題
を
提
起
す
る
。
こ
れ
に
答
え
る

前
に
、
不
服
の
利
釜
が
適
法
な
上
訴
の
要
件
で
あ
る
こ
と
及
び
そ
の
理
由
を
確

定
す
る
。

　
先
ず
上
訴
権
者
と
不
服
の
利
益
と
の
關
係
を
論
じ
る
。
民
事
訴
訟
は
封
立
二

當
事
者
主
義
を
と
る
か
ら
問
題
は
な
い
が
、
從
参
加
人
及
び
非
訟
事
件
・
行
政

事
件
に
つ
き
特
に
論
じ
る
。
前
者
に
つ
き
從
参
加
人
の
な
す
上
訴
も
主
た
る
當

事
者
の
た
め
の
上
訴
で
あ
る
か
ら
、
從
参
加
人
自
身
に
つ
い
て
の
不
服
の
利
釜

は
上
訴
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
と
し
、
原
・
被
告
に
つ
き
不
服
の
利
釜
を
瞼
討

す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
る
。
後
者
（
こ
れ
は
本
論
丈
の
目
的
で
は
な
い
か
ら

以
下
省
略
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
所
謂
實
質
的
關
係
人
に
こ
れ
を
認
め
て
い

る
。　

次
に
不
服
の
利
釜
の
内
容
を
論
じ
る
。
先
ず
原
告
の
不
服
の
利
釜
を
論
じ

る
。
不
服
の
利
盆
は
一
般
的
利
釜
と
個
別
的
利
釜
の
調
和
融
と
し
て
の
控
訴
の

制
限
の
要
件
で
あ
る
か
ら
、
當
事
者
の
原
審
に
お
け
る
灌
利
主
張
が
裁
判
せ
ら

れ
て
い
る
限
り
、
上
訴
審
で
到
決
の
異
つ
た
理
由
づ
け
や
請
求
の
擾
大
を
し
よ

う
と
す
る
個
の
利
釜
に
封
し
一
般
的
利
釜
が
優
先
す
る
。
從
つ
て
上
訴
は
判
決

が
上
訴
人
の
原
審
に
お
け
る
灌
利
主
張
に
つ
き
な
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
限
り

認
め
ら
れ
、
不
服
の
利
釜
は
常
に
形
式
的
で
あ
る
。
被
告
の
そ
れ
に
つ
い
て

も
、
被
告
の
申
立
は
本
案
の
申
立
で
は
な
い
か
ら
不
服
の
利
釜
は
形
式
的
に
定

め
ら
れ
ず
全
く
實
質
的
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
反
封
し
て
、
形

式
的
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
最
後
に
不
服
の
利
釜
を
實
質
的
に
捉
え

る
べ
き
少
数
の
場
合
を
例
外
と
し
て
指
摘
す
る
。

2

行
政
と
裁
判
と
の
中
間
領
域
に
お
け
る
非
訟
專
件

国
斜
巨



　
　
》
仁
瞬
臣
げ
切
Φ
詳
9
巨
即
β
β

　
先
ず
非
訟
事
件
を
形
式
的
に
把
え
（
こ
の
馳
で
は
b
き
目
の
所
謂
法
規
読
）
、

そ
の
一
部
は
行
政
、
他
は
司
法
に
麗
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
實
質
的
な
把

え
方
を
し
て
い
る
。

　
次
に
非
訟
事
件
に
驕
す
る
一
蓮
の
事
件
を
上
述
せ
る
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
司
法
と
行
政
の
別
を
論
じ
る
。
匿
別
に
つ
い

て
は
≦
9
審
目
器
臣
β
魯
の
記
念
論
文
集
中
「
行
政
と
司
法
」
に
お
い
て
と

つ
た
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
特
に
異
色
の
見
解
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

　
最
後
に
非
訟
事
件
を
司
法
事
件
と
行
政
事
件
に
分
け
る
こ
と
は
、
輩
に
認
識

論
上
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
實
際
上
も
意
昧
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
八
つ

の
利
釜
を
列
撃
す
る
。
①
基
本
法
第
九
二
條
に
所
謂
「
裁
判
官
の
猫
占
」
の
問

題
、
ω
裁
到
官
の
濁
立
性
の
問
題
、
⑧
基
本
法
第
一
九
條
の
問
題
、
㈲
既
到
力

の
問
題
、
働
非
攣
更
性
（
q
β
菩
餌
β
留
巨
陣
9
ざ
誹
）
、
非
撤
同
性
（
q
β
且
岳
雫

身
岳
9
ざ
寄
）
の
問
題
（
既
剣
力
の
問
題
と
は
別
）
、
⑥
成
規
の
審
訊
を
要
求

し
う
る
灌
利
の
問
題
、
ω
基
本
法
第
一
〇
〇
條
の
憲
法
裁
判
所
へ
上
訴
の
間

題
、
⑧
民
法
第
八
三
九
條
互
項
の
損
害
賠
償
に
お
け
る
裁
到
官
の
冤
責
特
槽
の

問
題
。

　
3
。
　
給
付
訴
訟
に
お
け
る
判
決
封
象
（
q
詳
9
置
碗
Φ
碗
Φ
b
9
目
議
）
に
つ
い

　
　
て
》
H
名
9
一
出
o
目
①
気
霞

給
付
訴
訟
の
既
到
力
に
關
し
、
實
豊
灌
と
到
決
封
象
（
特
に
剣
決
罫
象
に
限

つ
た
の
は
、
訴
訟
物
概
念
の
機
能
が
、
既
剣
力
に
關
す
る
場
合
と
訴
訟
手
績
中

の
そ
の
他
の
間
題
に
關
す
る
と
で
は
異
つ
た
劃
定
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ

紹
介
と
批
詐

る
v
と
す
る
）
と
の
關
係
の
研
究
が
行
わ
れ
る
。
次
の
七
節
か
ら
な
る
①

　
1
到
決
と
「
請
求
」
。
民
訴
法
第
三
二
二
條
－
項
よ
り
、
既
到
力
の
範
園
を

ω
提
起
せ
ら
れ
た
請
求
（
裁
判
所
が
提
起
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
た
請
求
）

の
ω
到
決
せ
ら
れ
た
部
分
に
限
定
す
る
。
從
つ
て
到
決
の
封
象
は
訴
訟
物
よ
り

大
き
い
か
小
さ
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
豆
「
講
求
」
と
し
て

の
具
艦
的
法
敷
果
。
前
節
に
所
謂
「
請
求
」
と
は
何
か
と
い
う
面
か
ら
更
に
問

題
を
追
求
し
、
申
立
読
・
事
實
説
を
し
り
ぞ
け
て
権
利
主
張
読
に
同
調
す
る
立

場
か
ら
、
給
付
訴
訟
の
判
決
封
象
を
も
つ
て
、
原
告
の
主
張
す
る
具
膿
的
法
敷

果
と
し
て
の
給
付
請
求
灌
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
、
申
立
の
認
容
さ
れ
た
場
合

と
棄
却
さ
れ
た
場
合
と
を
分
け
、
皿
認
容
の
場
合
に
は
特
に
請
求
の
同
一
性
の

問
題
を
生
じ
な
い
と
し
て
、
W
棄
却
の
場
合
に
つ
き
請
求
の
同
一
性
を
詳
論
す

る
。
競
合
す
る
實
艦
法
上
の
請
求
権
が
看
過
さ
れ
、
そ
の
た
め
到
決
さ
れ
な
か

つ
た
場
合
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
看
過
さ
れ
た
請
求
灌
が

「
訴
訟
上
」
の
観
鮎
か
ら
判
決
さ
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
か
否
か
を
間
う
べ

し
と
す
る
の
が
、
論
者
の
趣
旨
で
あ
る
。
以
下
V
特
に
生
活
闘
係
と
請
求
・
W

特
に
棄
却
に
つ
い
て
・
W
依
存
す
る
他
の
請
求
に
及
ぼ
す
敷
果
、
の
三
節
に
お

い
て
、
請
求
の
同
一
性
の
間
題
は
、
生
活
關
係
の
軍
一
性
に
よ
つ
て
決
ま
る
の

で
は
な
く
、
當
事
者
・
講
求
の
内
容
・
學
謹
責
任
等
、
訴
訟
上
の
観
黙
か
ら
決

ま
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
及
び
、
請
求
の
棄
却
は
請
求
灌
不
存
在
の
時
黙
を
も

確
定
す
る
こ
と
を
読
い
て
い
る
。

生
　
規
整
富
件
（
即
Φ
㎎
Φ
冒
ロ
晩
器
霞
9
怠
瞬
屏
①
詳
Φ
β
）
　
　
国
儀
ロ
胃
α

　
一
W
α
け
寓
O
げ
Φ
目

本
論
文
は
、
昨
今
と
く
に
螢
働
法
の
領
域
に
み
ら
れ
る
調
整
と
訴
訟
の
二
元

七
一

（
四
七
九
）



紹
介
と

主
義
か
ら
出
獲
し
、

す
る
も
の
で
あ
る
。

批
評

訴
訟
事
件
と
調
整
事
件
と
の
差
異
一
般
を
考
察
し
よ
う
と

　
5
　
民
事
及
び
行
政
裁
判
所
の
宣
言
的
判
決
の
既
判
力
は
刑
事
裁
判
官
を
拘

　
　
東
す
る
か
　
　
缶
窮
山
響
σ
毫
Φ
β
国
冒
の

　
民
事
・
行
政
爾
裁
到
所
の
裁
到
の
間
に
拘
束
力
を
認
め
る
が
こ
れ
等
爾
裁
到

所
と
刑
事
裁
到
所
の
裁
到
の
間
に
は
こ
れ
を
否
定
す
る
“
9
串
の
判
決
と
、

こ
の
判
決
を
許
羅
し
総
て
の
既
到
力
あ
る
判
決
は
そ
の
既
判
力
の
客
観
的
・
主

裂
的
範
園
内
で
総
て
の
他
の
裁
到
所
を
拘
束
す
る
と
説
く
切
Φ
9
臼
目
琶
冒

の
読
を
封
置
し
、
形
成
敷
を
も
つ
裁
到
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
宣
言
的
判
決
に

限
定
し
て
論
を
進
め
る
。
そ
の
際
拘
束
力
が
軍
に
既
到
力
以
外
の
原
因
か
ら
生

じ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
■
9
ご
目
斜
≦
器
げ
の

「
國
家
法
上
の
拘
束
力
」
理
論
を
も
排
斥
す
る
。

先
ず
民
事
乃
至
行
政
訴
訟
に
お
け
る
確
定
の
敷
力
（
男
①
9
馨
包
プ
目
撃
類
冒
下

仁
凝
）
が
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
拘
束
力
の
基
礎
と
な
る
關
係
を
、
既
判
力
學

読
と
の
關
係
で
論
じ
る
。
帥
ち
拘
束
力
あ
る
確
定
敷
は
民
事
訴
訟
の
み
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
通
読
た
る
既
到
力
に
關
す
る
訴
訟
法
説
、
饒
到
力
あ
る
到

決
の
敷
力
を
裁
判
灌
の
他
の
分
野
へ
及
ぼ
す
に
都
合
が
よ
い
が
、
既
に
過
去
の

學
読
と
な
つ
た
實
艦
法
説
を
封
立
せ
し
め
、
　
財
o
巨
Φ
に
よ
り
獲
展
せ
し
め
ら

れ
た
實
膿
法
説
の
興
昧
深
い
攣
容
印
ち
既
到
力
あ
る
判
決
は
そ
の
内
に
宣
言
さ

れ
た
法
律
敷
果
の
存
在
に
封
す
る
覆
え
し
え
な
い
推
定
を
含
む
（
所
謂
相
封
的

實
膿
敷
窓
置
試
話
9
響
①
民
Φ
に
Φ
毛
一
詩
β
伽
蔓
儀
雷
q
旨
a
駐
）
と
す
る
黙
に

拘
束
力
の
基
礎
を
求
め
る
學
読
を
こ
れ
に
加
え
る
。
そ
し
て
訴
訟
法
読
に
よ
っ

て
も
、
從
來
の
訴
訟
法
學
の
こ
の
黙
に
關
す
る
誤
解
を
認
識
す
る
な
ら
、
二
種

七
二

（
四
八
O
）

の
訴
訟
が
司
法
の
二
つ
の
同
位
的
分
野
に
存
し
、
類
似
目
的
を
も
ち
手
績
が
本

質
的
に
類
似
す
る
場
合
、
接
張
せ
ら
れ
た
既
到
力
敷
は
當
該
訴
訟
内
の
既
到
力

と
同
様
、
法
的
安
定
性
乃
至
李
和
な
る
絶
封
的
要
請
に
合
致
す
る
、
と
の
命
題

が
定
立
さ
れ
う
る
。
こ
の
命
題
は
行
政
訴
訟
と
民
事
訴
訟
の
間
に
適
用
さ
れ
る

が
、
こ
れ
等
二
渚
と
刑
事
訴
訟
と
の
間
に
は
如
何
、
の
問
題
は
更
に
研
究
の
飴

地
あ
り
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
壌
と
し
て
民
事
乃
至
行
政
裁
判
所
の
到
決
の
既

到
力
の
主
観
的
範
園
の
問
題
を
指
摘
し
、
既
到
力
に
よ
る
刑
事
裁
剣
官
の
拘
束

は
、
既
到
力
の
主
観
的
範
園
と
の
關
係
で
難
黙
が
あ
る
と
い
う
。
更
に
封
世
的
敷

果
を
も
つ
到
決
に
つ
い
て
別
項
を
設
け
考
察
し
、
凶
暮
臼
o
目
冒
Φ
ψ
の
○
昌
Φ
・

に
刑
事
裁
到
官
を
含
め
る
O
o
一
塗
9
目
帥
暮
等
の
見
解
と
、
こ
れ
を
除
外
す
る

匡
Φ
目
且
堕
ω
磐
霧
の
見
解
を
封
立
せ
し
め
、
前
誘
を
否
定
す
る
。
次
に
拘
束

力
を
否
定
す
る
新
な
二
つ
の
読
に
つ
き
例
を
あ
げ
て
楡
討
し
、
何
れ
も
根
擦
が

弱
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
刑
事
裁
剣
官
に
封
す
る
拘
束
力
否
定
の
重
要
な
根
擁

と
し
て
、
既
判
力
の
主
観
的
範
園
の
間
題
に
加
え
て
、
刑
訴
法
第
二
六
二
條
の

規
定
を
援
用
し
刑
事
裁
到
官
に
民
事
乃
至
行
政
裁
到
の
到
決
の
拘
束
力
が
及
ば

ず
、
し
か
も
そ
れ
臆
同
條
の
示
す
刑
事
手
績
の
特
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
（
こ
こ
で
民
・
刑
爾
訴
訟
に
お
け
る
「
實
禮
的
眞
實
」
の
意
義
並
び
に
手

績
原
則
の
問
題
を
扱
う
）
。
更
に
雨
O
●
声
の
判
例
並
び
に
通
説
に
反
封
し
、

既
到
力
に
關
す
る
訴
訟
法
読
か
ら
拘
東
力
を
肯
定
す
る
国
q
魅
巴
の
見
解
を

批
到
す
る
。
最
後
に
宣
言
的
到
決
で
は
な
い
場
合
に
も
刑
事
裁
判
官
に
封
す
る

拘
束
力
を
否
定
す
る
中
9
声
の
見
解
と
、
こ
れ
に
反
劃
す
る
ω
9
名
胃
僻

田
o
目
2
霞
等
の
読
を
封
置
し
槍
討
し
た
後
、
前
読
に
賛
成
す
る
。

6

本
案
終
結
（
3
①
国
昌
①
臼
磐
旨
伊
q
駐
矧
缶
騨
9
宮
鶏
9
Φ
）
の
法
的
性
質



　
　
ー
訴
訟
物
理
論
に
關
す
る
一
考
察
　
　
白
毘
＄
目
き
国
暫
冨
o
ザ
Φ
民

　
先
ず
こ
の
間
題
に
つ
き
訴
訟
法
學
上
一
致
し
た
見
解
の
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、
間
題
を
①
爾
當
事
者
が
一
致
し
て
終
結
の
表
示
を
な
し
、
裁
到
所
に
訴
訟

費
用
を
決
定
で
定
め
る
使
命
の
み
残
す
場
合
と
、
ω
當
事
者
の
一
方
の
み
が
終

結
の
表
示
を
な
し
、
他
方
が
從
來
の
申
立
を
維
持
す
る
た
め
、
事
件
が
到
決
に

よ
り
終
結
せ
し
め
ら
る
べ
き
場
合
に
分
け
、
本
案
終
結
の
理
論
を
常
に
訴
訟
物

理
論
の
一
蜥
面
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

　
ω
に
つ
い
て
　
　
㈲
そ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
訴
訟
法
上
の
契
約
で
し
か

も
こ
の
契
約
に
よ
る
庭
分
は
、
裁
判
所
の
裁
到
穫
を
否
認
し
且
つ
訴
訟
物
に
關

す
る
と
し
て
い
る
。
㈲
次
に
か
か
る
概
念
規
定
か
ら
生
じ
る
蹄
結
を
論
じ
る
。

イ
、
形
式
的
事
後
審
査
は
許
さ
れ
る
が
、
實
髄
面
の
審
査
は
費
用
確
定
に
必
要

な
範
園
で
許
さ
れ
る
（
後
者
も
否
認
す
る
国
α
ぽ
高
裁
の
剣
例
を
批
剣
）
。
巨
、

訴
訟
物
に
つ
き
裁
到
所
の
裁
判
を
拒
絶
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
既
到
力
あ
る

手
績
の
終
結
に
到
る
迄
許
さ
れ
る
。
ハ
、
訴
訟
係
馬
の
終
了
。
二
、
既
到
力
の

有
無
を
論
じ
こ
れ
を
否
定
す
る
が
、
合
意
乃
至
契
約
の
本
質
上
當
事
者
に
封
し

拘
束
力
が
生
じ
、
妨
訴
抗
辮
と
な
る
。
ホ
、
新
な
事
情
が
生
じ
れ
ば
再
訴
は
可

能
。

　
ω
に
つ
い
て
　
　
㈲
そ
の
法
的
性
質
に
つ
き
、
通
説
は
極
め
て
不
充
分
で
あ

る
と
し
、
當
初
は
適
法
且
つ
理
由
あ
り
と
さ
れ
た
請
求
が
、
不
適
法
且
つ
理
由

な
し
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
と
す
る
法
律
敷
果
の
主
張
に
加
え
、
こ
の
確
認
申

立
が
適
法
で
あ
る
と
す
る
手
績
上
の
主
張
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
黙
に
關
し

勾
o
器
β
げ
霞
堕
0
9
づ
甘
瞬
角
の
見
解
を
瞼
討
す
る
。
㈲
か
か
る
概
念
規
定
の

蹄
結
と
し
て
以
下
の
事
項
を
學
げ
る
。
イ
、
そ
の
他
の
訴
の
申
立
と
同
様
に
扱

う
こ
と
。
ロ
、
訴
訟
係
驕
の
問
題
（
特
に
新
に
訴
を
提
起
し
た
場
合
を
論
じ

細
介
と
批
評

る
）
。

ハ
、
既
到
力
の
間
題
。

　
7
　
費
用
請
求
権
と
危
瞼
負
憺
　
　
国
8
警
旨
宮
一
跨

　
こ
の
論
文
は
、
灌
限
な
き
占
有
者
と
所
有
穫
者
と
の
間
に
お
け
る
利
釜
調

整
、
印
ち
所
有
灌
者
の
牧
釜
賠
償
乃
至
損
害
賠
償
請
求
灌
及
び
無
権
限
占
有
者

の
費
用
賠
償
請
求
権
の
關
係
を
論
じ
る
も
の
で
、
訴
訟
法
學
に
特
に
關
係
は
な

い
。

　
＆
　
権
利
保
護
の
必
要
に
關
す
る
理
論
　
　
即
g
q
o
漏
り
o
冨
Φ

　
こ
の
間
題
を
始
め
て
詳
細
に
研
究
し
た
ω
9
α
β
ざ
の
理
論
が
、
一
部
の
反

封
読
（
例
え
ば
》
一
一
8
謎
の
説
）
の
出
現
に
よ
り
、
再
検
討
を
要
す
る
に
到
つ

た
、
と
い
う
序
言
（
第
一
節
）
に
始
ま
る
こ
の
論
文
の
本
論
は
、
以
下
の
六
節

よ
り
な
る
。

　
第
二
節
は
権
利
保
護
の
必
要
を
正
當
化
す
る
と
い
わ
れ
る
目
的
論
的
考
察
の

槍
討
か
ら
始
め
、
ω
9
R
ざ
と
同
様
實
髄
権
の
確
謹
と
法
的
李
和
の
維
持
同

復
に
民
事
訴
訟
の
目
的
を
求
め
る
が
、
そ
れ
の
み
か
ら
は
、
灌
利
保
護
の
必
要

性
は
導
出
さ
れ
な
い
と
い
う
。
理
由
と
し
て
①
灌
利
保
護
の
必
要
は
訴
訟
に
お

け
る
個
別
利
釜
と
一
般
利
釜
の
調
整
鮎
で
あ
る
こ
と
、
ω
灌
利
保
護
の
必
要
が

な
い
と
す
る
場
合
で
も
到
決
に
よ
り
實
農
灌
を
確
護
し
そ
の
意
昧
で
民
事
訴
訟

の
目
的
を
達
成
出
來
る
こ
と
、
⑧
権
利
保
護
の
面
か
ら
の
み
考
え
る
と
、
そ
れ

以
外
の
目
的
を
も
つ
場
合
を
読
明
し
得
な
い
こ
と
、
等
々
を
論
じ
、
目
的
は
手

績
の
目
標
を
示
す
の
み
で
、
具
豊
的
に
如
何
な
る
手
段
を
と
る
べ
き
か
を
定
め

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
鮎
は
興
味
深
い
。
第
三
節
は
現
行
法
に
お
け
る

本
案
到
決
要
件
と
し
て
の
灌
利
保
護
の
必
要
性
の
使
命
並
び
に
實
際
的
意
義
を

七
三

（
四
八
一
）



紹
介
と
批
詐

論
じ
る
。
そ
の
使
命
と
し
て
権
利
保
護
の
制
限
を
學
げ
、
そ
の
基
準
と
し
て
司

法
の
利
釜
の
み
な
ら
ず
相
手
方
の
利
釜
を
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。

更
に
権
利
保
護
の
必
要
を
特
殊
な
本
案
到
決
要
件
と
す
る
こ
と
に
よ
り
裁
到
所

叉
は
相
手
方
の
不
必
要
な
負
捲
を
避
け
う
る
と
す
る
評
贋
か
ら
種
々
の
齢
結
が

生
じ
、
更
に
こ
れ
等
を
考
察
す
る
と
、
場
合
に
よ
つ
て
は
権
利
保
護
の
必
要
が

そ
の
目
的
と
は
反
封
の
作
用
を
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
し
て
次
の
事
項

を
論
じ
て
い
る
。
訴
の
理
由
の
審
理
前
に
お
け
る
権
利
保
護
の
必
要
の
審
理

は
、
権
利
保
護
の
必
要
が
實
騰
的
無
理
由
か
ら
の
み
否
認
さ
れ
る
場
合
、
叉
は

實
艦
的
無
理
由
が
確
定
し
、
且
つ
そ
の
他
の
本
案
到
決
要
件
が
敏
け
て
い
な
い

場
合
、
そ
の
目
的
に
そ
わ
な
い
こ
と
。
更
に
諸
種
の
訴
訟
要
件
の
調
査
の
順
序

を
考
察
す
る
と
、
椹
利
保
護
の
必
要
な
る
訴
訟
要
件
が
飲
け
て
い
る
の
で
は
な

く
、
権
利
保
護
の
必
要
が
な
い
た
め
そ
の
他
の
一
般
叉
は
特
別
訴
訟
要
件
が
存

在
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
権
利
保
護
の
必
要
の
理
論

は
法
の
基
本
的
考
え
方
を
再
現
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
、
類
推
は
本
當
の
類

似
の
場
合
だ
け
し
か
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
四
節
は
権
利
保
護
の
一

般
的
拒
否
の
場
合
を
論
じ
る
。
先
ず
灌
利
保
護
の
必
要
の
訴
訟
に
と
つ
て
の
第

二
次
的
性
格
か
ら
、
如
何
な
る
場
合
灌
利
保
護
の
必
要
性
の
欠
飲
に
よ
り
、
椹

利
保
護
が
拒
絶
さ
れ
る
か
を
考
察
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
と
し
て
次
の
事
項
を

論
じ
る
。
ω
實
豊
的
に
理
由
が
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
訴
は
本
案
到
決
の
要
件

を
敏
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ω
槽
利
保
護
の
資
格
を
権
利
保
護
の
必
要
と
混

同
す
べ
き
で
は
な
い
。
⑧
既
判
力
を
以
て
確
定
し
た
訴
を
繰
返
す
場
合
、
特
別

な
訴
訟
法
上
の
環
疵
が
存
在
す
る
。
㈲
假
装
訴
訟
を
一
方
的
な
場
合
と
合
意
に

よ
る
場
合
を
分
け
、
い
ず
れ
に
し
て
も
権
利
保
護
の
必
要
で
賄
い
え
な
い
こ
と

を
論
じ
る
。
⑤
原
告
が
裁
到
外
で
権
利
を
賞
現
し
う
る
場
合
。
⑥
訴
談
進
行
が

七
鴎

（
四
八
二
）

冗
談
串
分
で
あ
る
場
合
。
ω
雫
い
あ
る
灌
利
が
僅
少
の
場
合
。
⑧
訴
訟
の
目
的

を
逸
脱
す
る
訴
。
㈲
訴
訟
上
の
信
義
則
違
反
。
第
五
節
は
特
定
の
灌
利
保
護
の

拒
絶
。
「
特
定
」
の
基
準
と
し
て
手
績
の
種
類
（
民
事
・
刑
事
・
行
政
・
非
訟

等
）
、
管
轄
、
訴
の
種
類
、
訴
訟
の
種
類
、
等
を
學
げ
る
。
①
複
籔
の
救
濟
に
つ

き
選
澤
が
問
題
な
る
場
合
特
別
本
案
到
決
要
件
と
し
て
の
権
利
保
護
の
必
要
は

問
題
と
な
ら
な
い
。
邸
ち
法
文
上
規
定
さ
れ
た
複
籔
の
救
濟
に
つ
い
て
の
順
序

は
灌
利
保
護
の
必
要
と
は
違
つ
た
意
昧
を
も
つ
こ
と
を
、
專
驕
管
轄
、
原
告
に

選
揮
の
自
由
が
あ
る
場
合
、
一
定
種
類
の
権
利
保
護
が
補
充
的
に
認
め
ら
れ
る

場
合
、
自
由
な
選
揮
が
認
め
ら
れ
る
が
選
揮
灌
行
使
の
結
果
特
定
し
た
場
合
等

に
つ
き
論
じ
る
。
次
に
原
因
を
中
心
に
自
由
な
選
揮
の
制
限
を
論
じ
、
最
後
に

こ
れ
等
の
場
合
に
お
け
る
権
利
保
護
の
拒
絶
が
訴
訟
到
決
に
よ
り
な
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
灌
利
保
護
の
必
要
を
敏
く
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の

訴
訟
要
件
の
欠
敏
に
基
づ
く
、
と
し
て
い
る
。
ω
そ
の
他
の
権
利
保
護
要
求
に

關
す
る
抗
辮
特
に
部
分
額
請
求
の
訴
及
び
時
期
に
適
せ
ざ
る
訴
の
場
合
は
、
相

手
方
叉
は
裁
判
所
を
欺
く
場
合
、
良
俗
違
反
の
場
合
、
叉
は
信
義
則
に
反
す
る

場
合
等
に
お
い
て
、
灌
利
保
護
の
必
要
と
は
別
に
こ
れ
等
の
理
由
に
基
づ
き
異

議
が
申
立
て
ら
れ
う
る
。
⑧
更
に
法
律
の
潜
腕
の
場
合
を
論
じ
る
。
第
六
節
は

そ
の
他
の
訴
訟
行
爲
の
不
適
法
性
。
こ
こ
で
は
権
利
保
護
の
必
要
性
に
關
す
る

理
論
と
①
裁
到
所
の
訴
訟
行
爲
と
の
關
係
、
の
當
事
者
の
訴
訟
行
爲
と
の
關
係

（
椹
利
保
護
の
必
要
性
の
理
論
の
適
用
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
な
い
も
の
に
分
け

て
論
じ
る
）
を
問
題
と
す
る
。
そ
の
他
前
節
ω
の
事
項
並
び
に
潜
腕
に
つ
き
論

じ
る
。
第
七
節
は
、
．
権
利
保
護
の
必
要
を
到
決
の
要
件
と
認
め
う
る
場
合
の
こ

の
要
件
の
取
扱
い
方
に
つ
い
て
、
簡
箪
に
問
題
鮎
を
撃
げ
る
。



　
駄
　
訴
訟
事
項
に
關
す
る
裁
判
　
　
旨
8
垣
8
Φ
冒
げ
R
晩

　
普
通
裁
到
所
と
行
政
聴
乃
至
行
政
裁
到
所
及
び
そ
の
他
の
裁
判
所
と
の
間
に

お
け
る
管
轄
事
項
に
關
す
る
裁
判
所
法
第
二
二
條
の
適
用
に
關
し
、
権
限
訴
訟

（
国
O
目
づ
9
①
嵩
－
国
O
日
冨
富
冒
）
の
職
分
管
轄
の
原
則
的
場
合
（
普
通
裁
剣

所
・
同
法
第
一
七
條
）
及
び
例
外
的
場
合
を
解
説
す
る
。
教
科
書
的
解
読
に
止

り
、
僅
か
に
、
英
地
域
と
そ
の
他
の
地
域
の
裁
到
所
の
聞
に
清
極
的
競
合
が
あ

つ
た
場
合
の
灌
限
訴
訟
の
管
轄
に
つ
き
通
読
に
反
封
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
程

度
で
あ
る
。

　
n
　
國
際
法
か
ら
み
た
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
理
論
　
b
q
山
名
蒔
ω
9
β
o
鴇

　
　
く
O
μ
O
ゆ
H
O
冨
協
Φ
一
自

　
國
際
法
の
立
場
か
ら
民
事
訴
訟
法
學
に
關
し
間
題
を
提
起
し
た
も
の
で
、
㈲

確
認
到
決
、
1
通
常
裁
到
所
の
管
轄
、
1
給
付
・
形
成
の
訴
に
お
け
る
起
訴
の

橿
利
、
ー
確
認
到
決
の
法
律
的
基
礎
、
⑧
訴
訟
物
及
び
既
剣
力
、
等
を
論
じ
る
。

　
L
　
必
要
的
共
同
訴
訟
の
要
件
　
　
内
胃
一
国
Φ
営
国
OO
O
げ
毛
帥
び

　
1
問
題
の
提
起
。
學
読
到
例
上
必
要
的
共
同
訴
訟
の
要
件
・
敷
果
に
つ
き
定

読
が
な
い
の
は
、
民
訴
法
第
六
二
條
の
不
完
全
性
に
基
づ
く
と
い
う
（
特
に
第

ニ
グ
ル
ー
プ
「
そ
の
他
の
理
由
か
ら
土
ハ
同
訴
訟
が
必
要
的
で
あ
る
揚
合
」
）
。
更

に
從
來
必
要
的
共
同
訴
訟
の
二
種
及
び
こ
れ
等
を
統
合
す
る
概
念
に
つ
き
統
一

的
名
構
が
な
か
つ
た
こ
と
に
も
よ
る
と
す
る
。
何
が
こ
れ
等
二
種
の
い
ず
れ
に

属
す
る
か
に
つ
き
見
解
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
共
有
物
に
關
す
る
訴
訟
及
び

そ
の
他
實
騰
法
上
共
同
訴
訟
の
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
固
有
の
必
要
的
共
同

訴
訟
、
共
同
訴
訟
人
間
に
既
到
力
の
及
ぶ
場
合
は
類
似
必
要
的
共
同
訴
訟
と
す

紹
介
と
批
評

る
黙
の
み
で
、
訴
訟
物
の
同
一
性
の
た
め
に
必
要
的
共
同
訴
訟
に
な
る
か
に
つ

い
て
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
本
論
文
は
こ
の
馳
を
中
心
に
議
論
を
展
開
す
る
。

　
1
必
要
的
共
同
訴
訟
の
基
礎
。
必
要
的
共
同
訴
訟
の
総
て
に
共
通
な
も
の
は

合
一
確
定
の
必
要
で
あ
り
、
如
何
な
る
場
合
そ
の
必
要
あ
り
や
が
、
そ
の
要
件

を
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
要
求
が
論
理
上
の
も
の
か

法
律
上
の
も
の
か
を
間
い
、
爾
者
に
分
け
る
こ
と
に
疑
問
を
提
出
し
つ
つ
（
實

定
法
の
命
題
は
論
理
と
原
則
と
し
て
一
致
す
る
と
の
立
場
）
法
律
上
の
も
の
で

あ
る
と
す
る
。
法
が
共
同
の
訴
を
張
制
す
る
こ
と
に
よ
り
合
一
確
定
の
必
要
を

示
す
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
重
要
な
こ
と
は
総
て
の
原
告
叉
は
被
告
に
共
通

に
の
み
蹄
馬
す
る
槽
利
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
律
の

規
定
な
き
場
合
、
①
如
何
な
る
場
合
に
合
一
確
定
の
必
要
が
あ
る
か
、
③
叉
必

要
的
共
同
訴
訟
の
何
れ
に
属
す
る
か
、
を
問
題
に
す
る
。
①
に
つ
い
て
。
前
訴

の
到
決
の
既
判
力
が
後
訴
に
及
ぶ
場
合
を
、
原
告
の
勝
敗
を
問
わ
な
い
場
合

と
、
原
告
の
勝
敗
に
係
る
場
合
と
に
分
け
、
前
者
に
つ
き
合
一
確
定
の
必
要
を

認
め
（
全
面
的
既
判
力
の
延
長
の
場
合
侮
Φ
目
閏
9
一
毘
器
詳
お
Φ
肖
需
8
ザ
駐
－

胃
匙
器
屋
鍍
8
5
日
㎎
）
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
必
要
的
共
同
訴
訟
法
を
認
め

る
通
説
、
反
封
説
（
国
Φ
一
写
蒔
）
、
共
同
訴
訟
人
の
請
求
が
同
一
の
理
由
に
基

づ
く
や
否
や
に
よ
り
匝
別
せ
ん
と
す
る
読
等
を
検
討
し
、
問
題
解
決
の
基
準
と

し
て
別
訴
の
可
能
性
と
別
訴
に
お
け
る
異
つ
た
判
決
の
付
與
可
能
性
を
設
定

し
、
こ
の
場
合
は
異
つ
た
判
決
が
可
能
で
は
あ
る
が
、
所
謂
片
面
的
な
既
判
力

の
延
長
の
場
合
（
盆
目
国
巴
一
9
塁
9
註
瞬
臼
即
Φ
9
宏
寄
帥
津
Φ
H
吟
3
畠
頭
ロ
σ
q
）

で
あ
る
か
ら
必
要
的
共
同
訴
訟
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
結

局
合
一
確
定
の
必
要
は
、
共
同
當
事
者
に
封
し
既
判
力
が
及
ぶ
馳
に
求
め
ら
れ

る
と
結
論
す
る
。
訴
訟
物
が
同
一
で
も
別
個
の
訴
訟
及
び
異
つ
た
到
決
が
可
能

七
五

（
四
八
三
）



紹
介
と
批
詐

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
み
か
ら
必
要
的
共
同
訴
訟
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
頁

從
つ
て
次
に
從
來
學
読
到
例
が
訴
訟
物
の
同
一
性
を
以
て
必
要
的
共
同
訴
訟
で

あ
る
と
し
た
各
場
合
を
再
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
破
産
債
権
者
の
債
権
を
孚

う
複
籔
の
者
に
封
す
る
確
認
訴
訟
は
、
從
來
訴
訟
物
の
同
一
な
る
が
故
に
必
要

的
共
同
訴
訟
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
は
破
産
法
第

一
四
七
條
の
場
合
は
片
面
的
既
到
力
の
延
長
の
場
合
で
あ
る
と
い
う
黙
に
求
め

ら
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
W
最
後
に
必
要
的
共
同
訴
訟
の
各
場
合
に
つ

き
、
①
既
到
力
の
及
ぶ
場
合
、
の
総
有
の
訴
及
び
複
籔
の
者
が
共
同
し
て
訴
え

叉
は
訴
え
ら
る
べ
き
そ
の
他
の
場
合
に
分
け
て
説
明
す
る
。

最
後
に
以
上
論
じ
た
庭
を
必
要
的
共
同
訴
訟
の
要
件
を
定
め
る
規
定
に
構
成

し
、
「
複
歎
の
共
同
訴
訟
人
が
共
同
し
て
の
み
訴
を
提
起
し
又
は
訴
え
ら
れ
る

場
合
、
叉
は
他
の
訴
訟
に
封
し
既
到
力
の
延
長
が
あ
り
う
る
場
合
、
共
同
訴
訟

は
必
要
的
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

七
六

（
四
八
四
）

】
W
o
目
一
冒
高
裁
の
人
的
責
任
否
定
の
見
解
、
更
に
訴
訟
の
相
手
方
及
び
破
産

債
灌
者
に
封
す
る
責
任
の
矛
盾
を
重
大
な
過
失
と
い
う
黙
に
客
観
的
責
任

（
匡
帥
坤
目
お
）
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
し
よ
う
と
す
る
田
①
観
曽
の

読
、
更
に
新
し
い
鼠
暁
曾
の
説
等
を
め
ぐ
つ
て
議
論
を
展
開
す
る
。
論
者
自

身
の
結
論
は
、
管
財
人
に
は
訴
訟
の
見
透
し
を
調
査
す
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の

鮎
に
つ
き
必
要
な
注
意
を
彿
わ
な
い
そ
の
義
務
違
反
は
人
的
責
任
を
生
じ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
　
明
）

安
食
正
夫
著

『
産
業
肚
會
學
』

　
n
　
破
産
管
財
人
の
人
的
實
任
　
　
曽
一
亀
艮
魯
毛
Φ
び
霞

　
破
産
管
財
人
は
敗
訴
の
場
合
、
相
手
方
が
破
産
財
團
か
ら
瀦
足
を
受
け
ら
れ

な
い
訴
訟
追
行
費
用
に
つ
き
、
人
的
責
任
を
負
う
か
否
か
が
、
本
論
文
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。
敗
訴
の
場
合
相
手
方
に
支
彿
う
べ
き
費
用
を
推
保
す
る
こ
と
な
く

訴
訟
を
追
行
す
る
管
財
人
は
人
的
責
任
を
負
う
と
す
る
犀
胃
琶
謀
g
旨
黛
ピ
●

高
裁
並
び
に
鼠
融
曽
の
見
解
に
封
し
、
破
産
財
團
が
訴
訟
費
用
を
墳
補
す
る

に
充
分
で
は
な
く
て
も
訴
訟
を
中
止
す
る
義
務
は
な
い
と
す
る
多
く
の
高
裁
の

見
解
、
破
産
財
團
が
不
充
分
で
あ
つ
て
も
管
財
人
が
訴
訟
の
見
透
し
に
つ
き
充

分
の
注
意
を
し
た
か
否
か
に
係
る
と
す
る
国
α
巨
高
裁
の
見
解
、
更
に
人
的

責
任
を
否
認
す
る
傾
向
、
更
に
以
上
の
諸
見
解
を
調
整
す
る
契
機
と
し
て
の

1

　
今
目
、
理
論
肚
會
學
の
中
心
課
題
は
、
「
吐
會
騰
系
」
或
い
は
「
吐
會
豊
制
」

の
理
論
に
集
中
さ
れ
て
い
る
と
い
つ
て
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
な
お
、
こ
の

問
題
を
め
ぐ
る
諸
學
者
の
見
解
に
は
、
激
し
い
幾
多
の
論
雫
融
が
み
い
だ
さ
れ

る
。
そ
の
こ
と
の
論
議
は
別
と
し
て
、
本
書
も
、
著
者
の
立
場
か
ら
す
る
一
つ

の
「
肚
會
膿
制
の
理
論
」
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
硯
究
封

象
に
は
、
主
と
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
と
か
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
中

間
暦
」
を
取
上
げ
て
い
る
。
從
つ
て
、
本
書
の
副
題
に
「
肚
會
騰
制
の
理
論
と

實
謹
」
と
附
記
さ
れ
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
り
、
こ
れ
迄
の
い
わ
ゆ
る
「
産
業
肚


